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しろいの梨を PR
■柏レイソルしろいホームタウン
　デー　9月 13 日㈮　午後 7時から
　日立柏サッカー場（柏市）
■白井特別競走　9月 15 日㈰
　午後 2時 35 分発走予定
　中山競馬場（船橋市）
■梨マラソン　10 月 6 日㈰　
　午前 9時から　白井運動公園

■美味しい梨ができるまでの梨づくりについて聞いてみま

した
白井市梨業組合研究部長  中山正

まさいち

一さん
　今年は花の開花が早く、ミツバチ
をいつ梨畑に入れるか、その時期（入
地 (にゅうち ) 時期といいます）を
決めるのが難しかったです。花が咲
いた後、気温も高かったのでこのま
ま順調にいくかと思いましたが、4
月に霜の被害を受け、7月位になる
と雨が少なく、梨の肥大の仕方がだ
んだん落ちてきました。しかし、雨が少なかったことは、梨の糖度には
良い影響がありました。収穫が終わると、「ご苦労様」というねぎらい
と来年の力を蓄えてほしいとの願いを込め、「お礼肥（ごえ）」という即
効性のある肥料をあたえます。今年の梨は大変甘く出来ていますのでお
客さんも喜んでくれると思います。

白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。
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白
井
の
梨
は
甘
い
で
す

　
白
井
市
特
産
の
梨
の
出
荷
が
始
ま

り
ま
し
た
。
今
年
の
梨
は
去
年
よ
り

も
甘
く
て
糖
度
は
市
販
の
ジ
ュ
ー
ス

と
同
じ
く
ら
い
の
13
度
。
8
月
か
ら

9
月
ま
で
に
か
け
て
は
、
市
が
一
番

し

ろ

い

の

梨

　
梨
は
、
白
井
を
代
表
す
る
特
産
品
で
市
内
全
域
で
盛
ん
に
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
の
梨
の
生
産
量
は
、
県
内
1
位
で
、
千
葉
県
は

全
国
1
位
で
す
。
今
年
は
開
花
が
例
年
よ
り
早
く
出
荷
も
早
ま
り
、
例
年
に
も
増
し
て
甘
い
梨
が
で
き
ま
し
た
。
市
内
の
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
梨
の
の
ぼ
り
旗
が
は
た
め
い
て
い
ま
す
。「
し
ろ
い
の
夏
」
を
梨
で
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

シ
ー
ズ
ン
到
来
！
　
ふ
る
さ
と
の
旬
を
食
べ
よ
う

あま～い梨大好き（白井市梨業組合主催の試食会から）

活
気
づ
く
季
節
で
す
。

　
市
で
は
、「
し
ろ
い
の
梨
」
の
評

価
と
知
名
度
を
高
め
る
た
め
、
白
井

市
梨
業
組
合
や
J
A
西
印
旛
な
ど
と

共
催
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
、
P
R
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
7
月
26
日
に
は
、
梨
の
出
荷
が
本

試食会では柏レイソルの選手達も「しろいの梨」に注目

格
的
に
始
ま
る
前
に
、
白
井
市
梨
業

組
合
主
催
に
よ
る
「
試
食
会
」
が
白

井
梨
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
試
食
会
に
は
、
家
族
連
れ
や
市

場
関
係
者
、
柏
レ
イ
ソ
ル
の
若
手
選

手
3
人
（
写
真
左
か
ら
、
小
林
選
手
、

秋
野
選
手
、
木
村
選
手
）
を
招
待

築地市場で PRする伊澤市長

　
市
で
は
、
梨
の
販
路
拡
大
・
販
売
促
進
活
動
へ

の
支
援
と
し
て
、
都
内
市
場
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の

P
R
、
タ
イ
王
国
な
ど
海
外
で
の
販
売
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

問
　
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5
4

し
、
初
物
の
み
ず
み
ず
し
い
梨
「
幸

水
」
を
味
わ
い
ま
し
た
。
試
食
さ
れ

た
人
た
ち
か
ら
は
一
堂
に
「
甘
く
て

お
い
し
い
」
と
の
声
が
あ
が
り
ま
し

た
。
印
西
市
出
身
の
秋
野
選
手
は

「
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
白
井
の
梨
を

食
べ
て
い
た
。
今
年
も
お
い
し
い
」

と
、
木
村
選
手

は
「
梨
が
大
好

き
で
す
。
こ
れ

か
ら
の
シ
ー
ズ

ン
た
く
さ
ん
食

べ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
し
っ
か
り
採

り
、
練
習
を
頑
張
り
ま
す
」
と
、
小

林
選
手
は
「
今
ま
で
食
べ
た
梨
で
一

番
お
い
し
い
。
梨
は
大
好
き
で
す
」

と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

　
7
月
29
日
に
は
、
築
地
市
場
で
、

市
場
関
係
者
な
ど
を
対
象
に
し
た

「
試
食
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

試
食
用
の
梨
を
食
べ
た
人
た
ち
か
ら

は
「
み
ず
み
ず
し
く
て
お
い
し
い
」

と
評
判
が
高
く
、
用
意
し
た
梨
50
㌕

は
す
ぐ
に
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
生
産
者
は
、
今
年
の
梨
づ
く
り

に
対
す
る
話
題
を
通
し
、
市
場
関
係

者
と
の
情
報
交
換
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
し
た
。

　
市
の
梨
づ
く
り
は
明
治
38
年
に
白

井
木
戸
地
区
か
ら
始
ま
り
、
既
に

1
0
0
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

現
在
で
は
、
約
2
2
0
件
の
梨
農
家

で
梨
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

夏
、
み
ず
み
ず
し
く
甘
い
梨
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

■梨選びのポイントを聞いてみました

白井市梨業組合組合長  秋本享
みちゆき

志さん
　梨選びのポイントは、まん丸で変
形がないものを選んでください。丸
みを帯びたところがおいしいので、
変形したものは味に偏りがあり甘み
が落ちます。色は全体が黄色いもの
で、梨の芯が乾いていないものが良
いですね。収穫時、ハサミで芯を切
り取りますので、古くなると黒くなっ
てしまいます。芯が青いものを選ん
でください。
　幸水、豊水など白井の代表的な梨の他に、「かおり」という品種があり
ます。青くて大きな物は1㌕くらいになります。生産量は少なく、スーパー
などには流通していないので、直売所で見かけたらぜひ食べてみてくださ
い。



　市には日本中央競馬会
の付属機関で、日本で唯
一の競馬学校があります。
　市内外の多くの皆さん
に白井市や市の特産品を
広く知ってもらうため、市
では市商工会および白井
工業団地協議会の協力で
「白井特別」競走を実施します。
　当日は市の特産品などの展示・販売を行います。
日程　9月15日㈰
場所　日本中央競馬会中山競馬場（船橋市）
競走名　第4回中山競馬第4日目第9競走「白井特別」競走

「白井特別」競走　特別席をプレゼントします
　日本中央競馬会では、当日の特別席（ペアシート）を
抽選で30組60人にプレゼントします。
対象　市内在住・在勤の満20歳以上
■申・■問　はがきに郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号、
希望人数（2人まで）を記入の上、8月23日㈮（消印有効）
までに郵送で秘書広報課秘書班　内線3301へ
※応募は1人1枚とし、当選者には当選通知を送付します。

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
を
再
任
し
ま

し
た

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
は
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た

価
格
に
関
す
る
不
服
に
つ
い
て
、
中

立
的
・
専
門
的
立
場
か
ら
不
服
の
内

容
を
審
査
お
よ
び
決
定
す
る
執
行
機

関
で
す
。

　
市
で
は
、
再
び
髙
倉
聡
子
さ
ん
を

選
任
し
、
平
成
25
年
第
2
回
議
会
定

例
会
に
お
い
て
同
意
を
得
ま
し
た
。

　
現
在
の
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

（
敬
称
略
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
　

押
田
剛
（
納
税
者
） 

、鵜
野
洋
次
（
学

識
経
験
者
） 

、
髙
倉
聡
子
（
学
識
経

験
者
）

問
　
収
税
課
収
税
班
　
内
線
3
1
2
1

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
で
は
7
月
12
日
か
ら
19
日
ま

で
の
間
に
放
射
性
物
質
検
査
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、
結
果
は
全
て
の
品
目

に
お
い
て
「
検
出
せ
ず
」
で
し
た
。

検
査
品
目
　
キ
ュ
ウ
リ
、
ニ
ン
ジ
ン
、

カ
ボ
チ
ャ
、
エ
ダ
マ
メ
、
ナ
シ
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。
市
が
所
有
す
る
検
出

器
で
の
測
定
下
限
値
は
、
セ
シ
ウ
ム

1
3
4 

・
1
3
7
の
合
計
値
で
23

ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
程
度
で
す
。
測
定

下
限
値
は
、
検
査
容
器
の
容
量
・
密

度
な
ど
の
諸
条
件
に
よ
っ
て
変
わ
り

ま
す
。

　
一
般
食
品
の
放
射
性
物
質
の
基
準

値
は
1
0
0
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
で
す
。

問
　
農
政
課
農
政
班

　
内
線
3
2
5

1
〜
4

生
活
環
境
指
導
員
制
度

　
市
で
は
、
4
月
に
今
年
度
の
生
活

環
境
指
導
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
生
活
環
境
指
導
員
制
度
は
、
地
域

の
環
境
美
化
を
推
進
す
る
た
め
に
平

成
7
年
度
に
発
足
し
、
各
地
区
の
ご

み
集
積
所
へ
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
出

し
方
の
指
導
や
不
法
投
棄
の
早
期
発

見
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
市
内
に
あ
る
約
1
、    

0
0

0
カ
所
の
集
積
所
は
、
約
1
0
0
人

の
生
活
環
境
指
導
員
と
集
積
所
を
使

用
す
る
人
た
ち
の
協
力
で
、
き
れ
い

な
状
態
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

班
　
内
線
3
2
7
5

白 井 特 別 競 走

市
民
活
動
を
応
援
し
ま
す
！

「
市
民
団
体
活
動
支
援
補
助
金
」
を

活
用
し
ま
せ
ん
か

　
市
で
は
、
市
民
と
行
政
と
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
市
民
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体

お
よ
び
新
た
に
市
民
活
動
を
実
施
し

よ
う
と
す
る
団
体
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
か
ら
新
た
に
補
助
金

の
交
付
を
希
望
す
る
団
体
を
、
左
表

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

※
活
動
支
援
型
と
活
動
立
上
型
を
重

複
し
て
応
募
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

応
募
資
格

活
動
支
援
型
　
10
人
以
上
の
団
体
で
、

主
と
し
て
市
内
で
公
益
活
動
を
行
う

設
立
後
1
年
以
上
経
過
し
た
団
体

　

活
動
立
上
型

　
5
人
以
上
の
団
体
で
、

主
と
し
て
市
内
で
公
益
活
動
を
行
う

設
立
3
年
未
満
の
団
体
（
こ
れ
か
ら

設
立
予
定
の
団
体
を
含
む
）

※
「
公
益
活
動
」
と
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
を
図
る
活
動
や
子
ど
も
の

健
全
育
成
を
図
る
活
動
、
環
境
の
保

全
を
図
る
活
動
な
ど
、
営
利
を
目
的

と
せ
ず
、
活
動
を
自
主
的
・
自
発
的

に
行
い
、
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
の

利
益
の
た
め
に
行
う
活
動
を
言
い
ま

す
。

対
象
と
な
る
事
業
　
市
民
団
体
の
公

益
活
動
で
あ
っ
て
、
活
動
拠
点
が
市

内
に
あ
り
、
主
に
市
内
に
お
い
て
行

う
事
業

選
定
方
法
　
市
補
助
金
評
価
委
員
会

の
選
考
を
経
て
、
平
成
25
年
度
中
に

決
定
し
ま
す
。

◆
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
平
成
26
年
度
の
市
民
団
体
活
動
支

援
補
助
金
の
希
望
団
体
を
募
集
す
る

に
あ
た
り
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
8
月
31
日
㈯

　
午
前
10
時
〜

正
午

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
・
問

　
補
助
金
を
希
望
す
る
団
体

は
、
所
定
の
申
請
書
（
市
民
活
動
支

援
課
・
市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
・

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
書
類

を
添
え
て
10
月
18
日
㈮
ま
で
に
直
接

市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動
支
援
班

内
線
3
4
3
1
へ

市民団体活動支援補助金の補助対象および補助金額など
団体の区分 補助対象 補助期間 補助率 補助上限

活動支援型
設立後１年以上経過
した団体

３年間 事業経費の50㌫ 30万円

活動立上型

これから設立しよう
とする団体 1年間

（最長3年間）

運営費の一部お
よび事業経費の
80㌫

5万円

設立後 3年未満の団体 10万円

戸
建
て
住
宅
な
ど
の
除
染

を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　
市
で
は
「
白
井
市
除
染
計
画
」
に

基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
に
申
し
込
み
を

し
て
い
な
い
戸
建
て
住
宅
な
ど
を
対

象
に
、
除
染
の
申
し
込
み
を
引
き
続

き
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
申
し
込
み
が
で
き
る
人
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

戸
建
て
住
宅
・
事
業
所

　
所
有
者
ま

た
は
借
受
人

※
借
受
人
が
申
し
込
む
場
合
は
、
所

有
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。

集
合
住
宅
　
管
理
組
合
代
表
者
（
管

理
組
合
が
な
い
場
合
は
所
有
者
）

※
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
専
用
庭
な
ど

は
、
事
前
に
管
理
組
合
の
同
意
を
得

た
上
で
、
居
住
者
が
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

　
除
染
実
施
区
域
外
の
場
合
は
、
申

込
者
自
身
の
測
定
で
、 

高
さ
1
㍍

（
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
ま
た
は
妊

婦
が
居
住
す
る
住
宅
で
は
0
・
5
㍍
）

の
放
射
線
量
が
毎
時
0
・
23
マ
イ
ク

ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
で
あ
る
こ
と
が

必
要
で
す
（
申
込
書
に
測
定
値
を
記

入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）。

※
除
染
実
施
区
域
に
つ
い
て
は
、
環

境
課
放
射
線
対
策
室
ま
で
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

除
染
の
内
容

　
空
間
放
射
線
量
の
測
定

結
果
に
応
じ
て
、
次
の
中
か
ら
有
効
な

も
の
を
市
が
選
定
し
て
行
い
ま
す
。

●
雨
ど
い
下
の
清
掃
、
汚
泥
の
除
去

●
側
溝
、
集
水
ま
す
の
清
掃
、
汚
泥

の
除
去

●
低
木
の
剪せ

ん
て
い定

●
落
ち
葉
の
除
去
、
草
刈
り

●
壁
面
の
拭
き
取
り

放
射
線
対
策
室
か
ら
の

お
知
ら
せ

申
・
問

　 

「
戸
建
て
住
宅
等
除
染
事

業
実
施
申
込
書
」   （ 

環
境
課
、
各
セ

ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り

ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
か
直

接
環
境
課
放
射
線
対
策
室
　
内
線
3

2
8
7
・
8
・

 k
an
k
y
o
u
@

city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

空
間
放
射
線
量
測
定
器

を
貸
し
出
し
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
身
近
な
環
境
な
ど
で
放

射
線
量
（
ガ
ン
マ
線
）
を
測
定
で
き

る
測
定
器
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
貸
し
出
し
を
す
る
時
は
、
申
請
者

の
本
人
確
認
を
行
う
た
め
、
運
転
免

許
証
や
保
険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　
平
日
の
み
、
事
前
予
約
数
が
台
数

に
達
し
な
い
場
合
、
当
日
の
貸
し
出

し
を
先
着
順
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
の
貸
し

出
し
は
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

当
日
の
受
け
渡
し
は
、
市
役
所
地
下

守
衛
室
と
な
り
ま
す
。

貸
出
日
時
　
毎
日
　
午
前
9
時
〜
午

後
4
時

申
・
問

　
貸
し
出
し
希
望
日
の
1
カ

月
前
か
ら
前
日
ま
で
の
平
日
に
、
電

話
か
直
接
環
境
課
放
射
線
対
策
室

　

内
線
3
2
8
7
・
8
へ

各
公
共
施
設
の
「
空
間

放
射
線
量
の
測
定
結

果
」
が
各
セ
ン
タ
ー
で

確
認
で
き
ま
す

　
市
内
に
あ
る
各
公
共
施
設
の
除
染

前
後
の
放
射
線
量
測
定
結
果
や
測
定

点
ご
と
の
詳
細
な
放
射
線
量
測
定
結

果
を
、
小
学
校
区
ご
と
に
ま
と
め
ま

し
た
。

　
結
果
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
ほ
か
、
左
表
の
と
お
り
各
セ

ン
タ
ー
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
　
環
境
課
放
射
線
対
策
室
　
内
線

3
2
8
7
・
8

空間放射線量の測定結果の閲覧場所
センター名 確認できる小学校区

白井コミュニティセンター白井第一小学校区内
公民センター 白井第二小学校区内
冨士センター 白井第三小学校区内
白井駅前センター 南山・池の上小学校区内
西白井複合センター 大山口・清水口・七次台小学校区内
桜台センター 桜台小学校区内

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

測定の様子

空間放射線量測定器

当日はなし坊とかおりも応援に行きます

辞令を受け取る髙倉委員（右側）

市民活動の様子

2013.8.15 2



Q
　
身
に
覚
え
の
な
い
多
額
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
請
求
が
来
た
。
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
子
ど
も
が
使
っ
て

い
る
携
帯
型
ゲ
ー
ム
機
の
メ
ー
カ
ー

か
ら
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
を
購
入
し
た
代

金
と
の
こ
と
。
子
ど
も
は
無
料
だ
と

思
っ
て
い
た
ら
し
い
が
、
親
の
知
ら

な
い
と
こ
ろ
で
カ
ー
ド
を
使
っ
て
簡

単
に
買
え
て
し
ま
う
の
か
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

A
　
小
・
中
学
生
の
子
を
持
つ
保
護

者
は
、
自
分
自
身
も
子
ど
も
時
代
に

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
で
遊
ん
だ
経
験
が
あ

る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

時
と
時
代
は
変
わ
り
、
ゲ
ー
ム
は
小

型
化
・
高
性
能
化
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
、

見
ず
知
ら
ず
の
他
人
と
交
信
し
た
り
、

直
接
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
や
ゲ
ー
ム
内
で

使
用
す
る
希
少
な
ア
イ
テ
ム
を
パ
ソ

コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
に
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
形
で
、
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
購
入
で
き
ま
す
。
ま
た
購
入
す

る
際
の
決
済
手
段
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
や
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
、
決

済
サ
イ
ト
経
由
な
ど
、
利
便
性
が
急

速
に
高
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
「
大
人
に
と
っ
て
の
利

便
性
の
高
さ
」
は
、
契
約
の
仕
組
み

が
ま
だ
理
解
で
き
て
い
な
い
子
ど
も

に
と
っ
て
は
と
て
も
危
険
で
す
。
意

味
を
良
く
理
解
し
な
い
ま
ま
、
保
護

者
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
番
号
を

勝
手
に
入
力
し
、
欲
し
い
ゲ
ー
ム
ソ

フ
ト
な
ど
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

「
モ
ノ
を
購
入
し
た
」
認
識
が
な
い

ま
ま
遊
ん
で
し
ま
い
、
後
か
ら
保
護

子
ど
も
の
玩
具
と
思
わ
な
い
で
！

　
〜
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の

ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
を
〜

者
へ
多
額
の
請
求
が
来
た
と
い
う
ト

ラ
ブ
ル
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
来
、
未
成
年
者
が
行
っ
た
契
約

は
法
律
で
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
対
面
に

よ
る
取
引
で
な
い
た
め
、
子
ど
も
が

単
独
で
し
た
行
為
だ
と
証
明
す
る
こ

と
が
困
難
な
こ
と
、
保
護
者
の
カ
ー

ド
管
理
責
任
上
の
問
題
な
ど
か
ら
、

支
払
い
を
免
れ
る
こ
と
が
難
し
い
の

が
実
情
で
す
。

　
現
在
、
ゲ
ー
ム
機
メ
ー
カ
ー
で
は
、

ネ
ッ
ト
接
続
な
ど
の
機
能
を
保
護
者

が
使
用
制
限
で
き
る
対
策
を
と
っ
て

お
り
、
箱
や
説
明
書
に
操
作
方
法
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
保
護

者
が
し
っ
か
り
と
仕
組
み
を
把
握
し
、

遊
び
方
に
つ
い
て
事
前
に
子
ど
も
と

話
し
合
っ
た
上
で
ゲ
ー
ム
機
な
ど
を

渡
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム

関
係
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
子
ど
も

を
守
る
た
め
に
も
、
夏
休
み
を
利
用

し
て
親
子
で
話
し
合
い
、
ト
ラ
ブ
ル

を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線
3

2
9
4
（
毎
週
月
・
火
・
水
・
金
曜

日
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
　
市
役

所
2
階
）

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
169

耕作放棄地を解消しましょう
◆8月は耕作放棄地解消強化月間です
　耕作放棄地の発生は、食料自給率の向上を阻害するばかりでなく、雑草の繁
茂などにより、病害虫の発生や有害鳥獣のすみかになるなど、周辺農地に悪影
響を与えることになります。
　千葉県では、8月を「耕作放棄地解消強化月間」とし、耕作放棄地の解消に向
けて関係機関と連携し、重点的に啓発活動を展開しています。
　市では「白井市地域農業再生協議会」と連携し、耕作放棄地の再生利用を促
進するため「耕作放棄地再生利用緊急対策」に取り組んでいます。

◆耕作放棄地再生利用緊急対策交付金を活用しませんか
　農業者など、引き受け手が行う耕作放棄地の再生や土づくりなどの取り組み
を行う場合、交付金を支給する支援を行っています。
　主な交付金の種類と支援額は次のとおりです。
①再生利用活動に対する助成
　再生作業（雑草などの障害物除去や土づくりなど）
を行う場合、10アール当たり75,000円を助成します。
②施設等補完整備に関する助成
　暗

あんきょ

渠排水などの小規模基盤整備を行う場合、10アール当たり25,000円を助成
します。
※①・②とも、原則、農業振興地域内の農用地が対象となります。その他諸条
件がありますので、詳細については直接問い合わせてください。

■問　農政課農政班　内線3251・2

8
月
30
日
か
ら
「
特
別

警
報
」
の
発
表
を
開
始

し
ま
す

　
気
象
庁
は
こ
れ
ま
で
、
大
雨
や
津

波
、
高
潮
な
ど
に
よ
り
重
大
な
災
害

の
起
こ
る
恐
れ
が
あ
る
時
に
、
警
報

を
発
表
し
て
警
戒
を
呼
び
掛
け
て
い

ま
し
た
が
、
紀
伊
半
島
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
「
平
成
23
年
台
風

12
号
」
や
「
東
日
本
大
震
災
」
に
お

け
る
大
津
波
な
ど
、
甚
だ
し
い
大
雨

や
大
き
な
津
波
な
ど
が
予
想
さ
れ
、

皆
さ
ん
に
重
大
な
災
害
に
よ
る
危
険

性
が
高
ま
っ
た
場
合
、
特
別
な
警
戒

を
呼
び
掛
け
る
た
め
、
新
た
に
「
特

別
警
報
」
を
設
け
発
表
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　
特
別
警
報
が
出
た
場
合
、
住
ん
で

い
る
地
域
で
は
、
数
十
年
に
一
度
し

か
な
い
非
常
に
危
険
な
状
況
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
屋
外
の
状
況
や
、

避
難
指
示
・
勧
告
な
ど
に
注
意
し
、

直
ち
に
命
を
守
る
た
め
の
行
動
を
と

っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
大
雨
な
ど
の
被
害
を
防
ぐ

に
は
、
時
間
を
追
っ
て
発
表
さ
れ
る

注
意
報
や
警
報
、
そ
の
他
の
気
象
状

況
を
活
用
し
て
、
早
め
早
め
の
行
動

を
と
る
こ
と
が
、
あ
な
た
や
家
族
の

命
を
守
り
ま
す
。

問
　
気
象
庁
銚
子
地
方
気
象
台
防
災

業
務
課

　
☎
0
4
7
9
（
2
3
）
7

7
0
5

　平成26年4月からはなぶさ保育園（認定子ども園）へ入園
を希望する人の受け付けおよび説明会を行います。
【入園受け付け】
日時　9月2日㈪～ 30日㈪　午前9時～午後4時
※土・日曜日、祝日は受け付けていません。
場所　はなぶさ保育園（大山口）
※市役所では受け付けていません。
【入園説明会】
日時　8月24日㈯　午前10時～ 11時
　　　（受け付け　午前9時30分～）
場所　はなぶさ保育園（大山口）
※車で来園する場合は、園庭に駐車してください。
持ち物　上履き
■問　はなぶさ保育園　☎（497）7870

はなぶさ保育園（認定子ども園）
平成26年度入園受け付けおよび説明会

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
＋
α

　
妊
娠
中
に
気
を
付
け
た
い
こ
と
を

学
ん
だ
後
、
お
腹
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん

と
一
緒
に
音
楽
を
聞
き
な
が
ら
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
せ

ん
か
。

日
時

　
9
月
4
日
㈬

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
20
分
（
受
け
付
け

　
午
後

1
時
15
分
〜
）

場
所
　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
ド
ー
ム

対
象
　
お
お
む
ね
妊
娠
6
か
ら
9
カ

月
ま
で
の
妊
婦
と
そ
の
家
族
　
30
人

（
申
し
込
み
順
）

※
経
産
婦
も
参
加
で
き
ま
す
。

内
容
　
医
師
に
よ
る
妊
娠
中
の
注
意

に
関
す
る
講
話
、
図
書
館
司
書
に
よ

る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
星
の
誕
生

の
話

保
育
　
あ
り
（
要
事
前
申
し
込
み
）

持
ち
物
　
母
子
手
帳
、
筆
記
用
具

参
加
費
　
市
内
在
住
の
妊
婦
と
パ
ー

ト
ナ
ー
　
無
料
、
そ
れ
以
外
の
人
　

2
1
0
円
（
観
覧
料
）

申
・
問

　
電
話
で
健
康
課
母
子
保
健

班
　
☎
（
4
9
7
）
3
4
9
5
へ

料
理
コ
ン
ク
ー
ル

　
幼
児
期
か
ら
の
規
則
正
し
い
食
生

活
と
、
丈
夫
な
歯
で
ゆ
っ
く
り
か
む

こ
と
へ
の
習
慣
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
の
「
か
む
子
・
の
び
る
子
・
元

気
な
子
の
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
献

立
（
弁
当
）
を
募
集
し
ま
す
。

日
程
　
11
月
24
日
㈰

対
象
　
県
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

で
コ
ン
ク
ー
ル
当
日
に
参
加
が
可
能

な
人

内
容
　
次
の
全
て
を
満
た
す
メ
ニ
ュ

ー
で
あ
る
こ
と

●
子
ど
も
向
き

●
家
庭
や
集
団
の
弁
当
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
普
及
性
が
あ
る

●
よ
く
か
ん
で
味
わ
え
る

●
1
人
分
の
食
材
が
5
0
0
円
前
後

●
県
の
農
水
産
物
を
利
用
し
て
い
る

●
手
軽
に
作
れ
る

審
査
方
法
　
1
次
審
査
は
書
類
選
考

に
よ
り
10
点
を
選
出
し
、
コ
ン
ク
ー

ル
当
日
に
2
次
審
査
を
行
っ
た
上
で

結
果
を
10
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
に
本
人

へ
通
知

申
　
所
定
の
応
募
用
紙
（
一
般
社
団

法
人
千
葉
県
歯
科
衛
生
士
会
事
務
局

窓
口
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り

ま
す
）
に
2
人
分
の
献
立
を
記
入
し
、

自
分
で
作
っ
た
弁
当
1
個
分
の
写
真

と
、
80
円
切
手
を
貼
っ
て
宛
先
を
記

入
し
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
の
上
、

9
月
17
日
㈫
ま
で
に
郵
送
で
〒
2
6

1
―
0
0
0
2

　
千
葉
市
美
浜
区
新

港
32
―
17
、
千
葉
県
口
腔
保
健
セ
ン

タ
ー
内
　
一
般
社
団
法
人
千
葉
県
歯

科
衛
生
士
会

 h
ttp://w

w
w
.

ch
iba-dh

a.n
et

へ

問
　
一
般
社
団
法
人
千
葉
県
歯
科
衛

生
士
会

0
4
3
（
2
4
1
）
9
9

0
3
、
市
健
康
課
保
健
予
防
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
9
5

※
一
般
社
団
法
人
千
葉
県
歯
科
衛
生

士
会
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
フ
ァ
ク
ス

の
み
の
受
け
付
け
と
な
り
、
電
話
で

は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

プレ☆パパママスクール
　出産と育児について、夫婦で一緒に学んでみませんか。
　「赤ちゃん人形」を使った実習で、赤ちゃんを迎える実感
が湧いてきますよ。
　平日忙しいパパやママの参加を待っています。
日時　9月1日㈰　午前10時～正午（受け付け　午前9時45
分～）
場所　保健福祉センター
対象　おおむね妊娠6から9カ月までの妊婦とその家族　16組
（申し込み順）
※経産婦も参加できます。
内容　夫婦で協力する出産・育児や母乳育児の話、「お風呂
入れ」の実習、マタニティヨガ、妊婦体験ジャケット着用
持ち物　母子手帳、筆記用具
■申・■問　電話で健康課母子保健班　☎（497）3495へ

交付金を活用しませんか
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特
別
障
害
者
手
当
・
障

害
児
福
祉
手
当
・
特
別

児
童
扶
養
手
当
を
支
給

し
ま
す

　
障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
な
ど

に
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉

手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
手
当
の
詳
細
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
現
在
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は

「
定
時
所
得
状
況
届
」
を
9
月
10
日

㈫
ま
で
に
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
本
人
・
配
偶
者
・
扶
養
義
務
者
の
所

得
に
応
じ
た
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す
。

【
特
別
障
害
者
手
当
】

　
20
歳
以
上
で
、
著
し
い
重
度
の
障

害
の
た
め
に
日
常
生
活
に
お
い
て
常

時
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る
在
宅

の
障
害
者
に
支
給
す
る
手
当
で
す
。

対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

●
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
の
一

部
の
人
で
重
複
し
て
障
害
の
あ
る
人

な
ど

●
療
育
手
帳
Ⓐ
の
1
の
人

●
療
育
手
帳
Ⓐ
の
2
の
一
部
の
人

●
精
神
障
害
・
血
液
疾
患
・
肝
臓
疾

患
で
特
に
重
度
と
認
め
ら
れ
る
障
害

の
あ
る
人

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

　
20
歳
未
満
で
、
重
度
の
障
害
の
た

め
に
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護

を
必
要
と
す
る
在
宅
の
障
害
児
に
支

給
す
る
手
当
で
す
。

対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

児
童

●
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
の
一

部
の
児
童

●
療
育
手
帳
Ⓐ
の
判
定
を
受
け
た
児
童

●
精
神
障
害
・
血
液
疾
患
・
肝
臓
疾

患
で
特
に
重
度
と
認
め
ら
れ
る
障
害

の
あ
る
児
童

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

　
家
庭
で
介
護
さ
れ
て
い
る
障
害
の

あ
る
児
童
（
20
歳
未
満
）
を
監
護
し

て
い
る
父
母
な
ど
に
支
給
す
る
手
当

で
す
。

対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

児
童
を
監
護
す
る
父
母
な
ど

●
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
・
3
級

の
一
部
の
児
童
の
父
母
な
ど

●
療
育
手
帳
Ⓐ
お
よ
び
A
の
判
定
を

受
け
た
児
童
の
父
母
な
ど

●
療
育
手
帳
B
の
判
定
を
受
け
た
一

部
の
児
童
の
父
母
な
ど

●
精
神
障
害
・
血
液
疾
患
な
ど
で
特

に
重
度
と
認
め
ら
れ
る
障
害
の
あ
る

児
童
の
父
母
な
ど

申
・
問

　
直
接
社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
班
☎
（
4
9
7
）
3
4
8
3
へ

しろい保健福祉
ガイドブック2013
　市では、保健や福祉
に関する情報を「しろ
い保健福祉ガイドブッ
ク2013」にまとめ、市
の保健福祉制度の概要
や担当部署、相談窓口
などを紹介しています。
　「しろい保健福祉ガ
イドブック2013」は転
入者に配布するほか保健福祉センターや市役
所、市の出先機関でも希望者に配布しており、
市のホームページでも見ることができます。
■問　保健福祉相談室相談支援班　☎（497）
3491

成
年
後
見
制
度
の
講
座

を
開
催
し
ま
す

　「
成
年
後
見
制
度
」
は
認
知
症
や

知
的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど
に
よ
っ

て
物
事
を
判
断
す
る
能
力
が
十
分
で

は
な
い
人
に
対
し
て
、
そ
の
人
の
権

利
を
守
る
援
助
者
を
決
め
、
財
産
管

理
や
生
活
の
見
守
り
な
ど
を
通
し
て

支
援
す
る
制
度
で
す
。

　
市
で
は
、
成
年
後
見
制
度
に
つ
い

て
、
よ
り
詳
し
く
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
全
2
日
間
の
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

〜
ひ
と
り
親
家
庭
の
経
済
的
な
自
立
を
支
援
〜

「
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
」
と

「
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
・
入
学
支

援
修
了
一
時
金
」
が
母
子
家
庭
だ

け
で
な
く
父
子
家
庭
も
対
象
と
な

り
ま
し
た

◆
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　
就
職
や
転
職
、
雇
用
の
安
定
に
向

け
て
職
業
技
能
を
身
に
つ
け
る
た
め

に
、
市
が
指
定
す
る
対
象
講
座
を
受

講
し
た
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は

父
に
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
給
付
金
の
申
請
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
必
ず
事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

対
象

　
次
の
①
〜
⑥
の
全
て
に
該
当

す
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

②
20
歳
未
満
の
子
を
扶
養
し
て
い
る
人

③
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
か
、

同
様
の
所
得
水
準
に
あ
る
人

④
雇
用
保
険
法
に
よ
る
教
育
訓
練
給

付
金
の
受
給
資
格
の
な
い
人

⑤
講
座
を
受
講
す
る
こ
と
が
適
職
に

就
く
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
人

⑥
過
去
に
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付

金
を
受
給
し
て
い
な
い
人

対
象
講
座
　

●
雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練
給
付

の
指
定
教
育
訓
練
講
座

●
就
業
に
結
び
つ
く
可
能
性
の
高
い

講
座
で
、
国
が
定
め
る
も
の

●
そ
の
他
市
長
が
地
域
の
実
情
に
応

じ
て
指
定
す
る
講
座

支
給
額

　
経
費
の
20
㌫

※
支
給
額
は
10
万
円
を
上
限
と
し
、

支
給
額
が
4
千
円
を
超
え
な
い
場
合

は
支
給
で
き
ま
せ
ん
。

◆
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
・
入
学
支

援
修
了
一
時
金

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父
が

看
護
師
や
介
護
福
祉
士
な
ど
の
資
格

取
得
の
た
め
、
2
年
以
上
養
成
機
関

で
修
業
す
る
場
合
、
修
業
期
間
の
全

期
間
（
上
限
2
年
）
高
等
技
能
訓
練

促
進
費
が
支
給
さ
れ
る
と
と
も
に
、

入
学
時
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
入
学

支
援
修
了
一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
促
進
費
お
よ
び
一
時
金
の
申
請
を

希
望
さ
れ
る
人
は
、
必
ず
事
前
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象

　
次
の
①
〜
⑥
の
全
て
に
該
当

す
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

②
20
歳
未
満
の
子
を
扶
養
し
て
い
る
人

③
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
か
、

同
様
の
所
得
水
準
に
あ
る
人

④
養
成
機
関
に
お
い
て
2
年
以
上
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
業
し
、
対
象
資

格
の
取
得
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

⑤
仕
事
ま
た
は
育
児
と
修
業
の
両
立

が
困
難
で
あ
る
こ
と

⑥
過
去
に
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
・

入
学
支
援
修
了
一
時
金
を
受
給
し
て

い
な
い
人

対
象
資
格

　
看
護
師
、
准
看
護
師
、

介
護
福
祉
士
、
保
育
士
、
理
学
療
法

士
、
作
業
療
法
士
な
ど

支
給
額
　
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
　

市
民
税
非
課
税
世
帯
は
月
額
10
万
円
、

課
税
世
帯
は
月
額
7
万
5
0
0
円

　

入
学
支
援
修
了
一
時
金
　
市
民
税
非

課
税
世
帯
は
5
万
円
、
課
税
世
帯
は

2
万
5
千
円

問
　
児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
8
7

成年後見制度講座

日程 時間 講義内容

9月21日㈯

10:00 ～ 11:30
成年後見制度について
成年後見制度の概要
申立ての流れと必要書類について

11:40 ～ 12:10 白井市の制度と制度の利用実態

13:10 ～ 14:30 申立て書類作成等の事例演習

14:40 ～ 15:20
日常生活自立支援事業や社会福祉
協議会の役割

9月28日㈯

10:00 ～ 11:00
後見対象者の理解（１）
　～高齢者・認知症について～

11:10 ～ 12:10
後見対象者の理解（２）
　～知的・精神障害について～

13:10 ～ 14:00 市民後見人とは

14:10 ～ 15:00 後見業務の実際

※原則、全ての講義に出席できる人が対象となります。

日
程
・
時
間
・
講
義
内
容
　
左
表
の

と
お
り

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
一
般
　
40
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、

E
メ
ー
ル
で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
、
9
月
13
日
㈮
ま
で
に
高
齢

者
福
祉
課
内
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
（
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

☎
（
4
9
7
）
3
4
7
4
・

（
4

9
8
）
4
8
3
2
・

 c
h
iik
i-

h
o
k
a
ts
u
@
c
ity
.s
h
iro
i.

ch
iba.jp

へ

　「ことばに頼
らないコミュニ
ケーション」を
テーマに公開講
座を開催します。
日時　9月7日㈯
午後2時30分～
4時30分（受け付
け　午後2時～）
場所　文化会館
中ホール
対象　市内在住・在勤者　30人（先着順）
講師　写真家　テラウチマサトさん
■申・■問　電話またはＥメールで、生涯
学習課社会教育班　内線3431・2・{
syougai-gakusyuu@city.shiroi.chiba.jpへ

白井市民大学校公開講座

テラウチマサトさん

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

　第64回印旛郡市民体育大会が7月14日から28日までの間、白井市を主会場として開催され、各
会場で熱戦が繰り広げられました。
　印旛郡市民体育大会は、印旛郡市におけるスポーツの普及・振興を図ることなどを目的として、
毎年開催されています。白井市は16競技・24種目に304人（男子207人、女子97人）の選手が参
加しました。
　総合開会式では、長年にわたってスポーツの普及発展に尽力し、その功労が認められた太田
昇さん（サッカー）が印旛郡市体育協会から表彰されました。
　大会結果は次のとおりです。　
【総合成績】
　第1位　佐倉市、第2位　印西市、第3位　富里市、第4位　白井市、第5位　四街道市、第6位
八街市、第7位　栄町、第8位　酒々井町
【白井市の入賞種目】
　優勝　テニス男子、バドミントン男子・女子　準優勝　空手道　第3位　陸上競技女子、バレー
ボール女子、ソフトテニス女子、軟式野球、柔道、テニス女子、ソフトボール男子
■問　生涯学習課スポーツ振興班　内線3435

印旛郡市民体育大会結果
～テニス（男子）・バドミントン（男子・女子）が優勝～

バドミントン男子テニス男子

バドミントン女子 陸上女子（100㍍走）

保健福祉ガイドブック2013
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　文化センター 4館協議会は、利用者に親
しまれ、魅力のある施設を目指して、図
書館、文化会館、郷土資料館、プラネタ
リウム館それぞれの運営や事業を、適正
かつ円滑に行うため、調査・審議する組
織です。
　市教育委員会では、7月10日に29人の協
議会委員を委嘱しました。
　任期は平成27年6月30日までで、委員は次の皆さんです。（敬称略）
【図書館協議会委員】
吉井信行（会長）、高花智美（副会長）、宮田照子、中澤孝子、田中理代、
吉田朝子、進藤節子
【文化会館運営協議会委員】
網野博幸（会長）、平田新子（副会長）、川村啓三、川上禮子、主藤美知子、
前田安政、神田公司、馬場崎隆二
【郷土資料館運営協議会委員】
古里節夫（会長）、横山謙次（副会長）、倉田恵津子、能勢幸枝、小林茂、
岩立忠義、阿部哲、眞木宏
【プラネタリウム館運営協議会委員】
森優（会長）、松上和代（副会長） 、伊東由美、多賀治恵、荒木孝一、
赤瀬篤也
■問　文化課文化班　☎（492）1123

記
入
の
上
、
9
月
5
日
㈭
ま
で
に
直

接
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
　

内
線
3
4
3
5
へ

二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係

機
関
へ
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所

　
9
月
12
日
㈭
・
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
清
戸
）、
27
日
㈮
・
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間

　
午
後
6
時
20
分
〜
8
時

※
1
件
当
た
り
の
相
談
時
間
は
1
時

間
程
度
で
す
。

対
象

　
中
学
校
を
卒
業
し
た
15
歳
か

ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ
の
保
護
者
・

家
族

受
付
件
数
　
各
日
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料
　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
相
談
し
た
い
人

「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　  「
白
井
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
2
0

1
3
」
に
お
い
て
、
ゲ
ー
ム
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
実
施
す
る
に

あ
た
り
、
そ
の
補
助
を
す
る
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
ま
す
。

　
団
体
で
の
応
募
も
受
け
付
け
ま
す

の
で
、
み
ん
な
で
一
緒
に
準
備
や
運

営
な
ど
で
汗
を
か
き
な
が
ら
、
イ
ベ

ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
せ
ん
か
。

日
程

　
10
月
14
日
㈷
（
雨
天
中
止
）

場
所

　
白
井
運
動
公
園

対
象

　
高
校
生
以
上

申
・
問

　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
8
月
23
日

㈮
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
郵
送
か
直

接
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

　

内
線
3
4
3
4
へ

日
本
年
金
機
構
研
修
セ
ン

タ
ー
運
動
施
設
開
放
日

　
当
分
の
間
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
み
の
開
放
と
な
り
ま
す
。

日
時
　
9
月
1
日
㈰
・
7
日
㈯
・
8

日
㈰
・
14
日
㈯
・
15
日
㈰
・
21
日
㈯
・

22
日
㈰
・
28
日
㈯
・
29
日
㈰

　
午
前

9
時
〜
午
後
6
時

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
申
し
込
み
順
）

※
未
成
年
者
の
利
用
に
は
、
必
ず
成

人
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
6
0
0

円
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
2
、
9
4
0
円

（
各
2
時
間
単
位
）

申
・
問

　
申
請
書
（
生
涯
学
習
課
に

あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
8
月
26
日
㈪
ま
で
に
直
接
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

　
内
線
3

4
3
5
へ

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
、
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
で
利
用
者

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
参
加
者
募
集

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
目
的
と

し
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

を
開
催
し
ま
す
。
初
心
者
の
人
で
も

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
9
月
19
日
㈭
　
午
前
9
時
〜

（
受
け
付
け
　
午
前
8
時
30
分
〜
、

小
雨
決
行
）

場
所
　
白
井
運
動
公
園

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者

参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
所
定
の
申
込
書
（
生
涯
学

習
課
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

市民文化祭　展示・大会部門参加者募集
　10月30日㈬から11月3日㈷まで、文化セン
ターを会場に開催する「市民文化祭」の出
品者・参加者を募集します。申し込み方法
や搬入・搬出日時など募集内容の詳細につ
いては募集要項（文化課、市役所、各センター
にあります）で確認してださい。
募集部門　右表のとおり
対象　市内在住・在勤・在学者
※将棋大会とアマチュア無線については、
事前申し込みの必要はありません。
■申　9月15日㈰までに電話で、各部門の申し
込み先の担当者へ
※表中に【詳細は問い合わせ】とあるもの
については、必ず募集要件の詳細などを申
し込み担当者へ確認してください。

部門 会場･会期 募集要項 申し込み・問い合せ

写真展
文化会館中ホール
10月30㈬～ 11月3日㈷

テーマは「白井の自然と文化」と「私
の一枚（市内・市外）」、作品規格（サ
イズ）は4WP～（全紙を除く）、出品
数は1人2点以内とし、ひもを付けて
おくこと

白井市写真クラブ
岩立　☎（492）0706
白井写友会
小野　☎（491）4710

陶芸展 原則縦40㌢㍍、横30㌢㍍以内のもの
で、1人1点まで

白井市陶芸団体連絡協
議会
曽我　☎（492）5272

俳句展 文化会館中ホール
11月1日㈮～ 3日㈷

10月5日㈯　13：00 ～ 16：00、冨士セ
ンターで俳句大会を開催し俳句大会
を経て文化祭へ
大会は、1人2句まで短冊で提出
【詳細は問い合わせ】

白井市俳句会
柳沢　☎（444）7093
大橋　☎（492）2869

将棋大会 ３階ギャラリー
11月1日㈮～ 3日㈷

11月1日㈮　一般参加の自由対局
11月2日㈯　一般参加の将棋大会
11月3日㈷　小学生将棋大会
申し込みは、いずれも当日の9：30 ～、
対局は、10：00 ～開始します。

白井将棋愛好会
坂井　☎（491）2702

切手展 文化会館中ホール
11月2日㈯・3日㈷

タイトル、氏名を添付した1フレーム
16枚リーフのもの、1人3フレーム以内
まで

白井郵趣会
吉田　☎（491）1343

菊花展 文化センター駐車場
11月2日㈯・3日㈷

大菊の3本仕立て、福助作り、だるま
作り、盆栽、懸崖

白井市菊花愛好会
土田　☎（497）0672

盆栽･山野草展 ２階研修室ほか
11月2日㈯・3日㈷

1人1点までとし、寸法の規定はなし
【詳細は問い合わせ】

白井市盆栽愛好会
血脇　☎（492）0318

華道展 ２階研修室
11月2日㈯・3日㈷

グループ･個人･流派は不問とし、1人
1杯まで。花材費は各自負担
【詳細は問い合わせ】

白井市茶華道協会
加藤　☎（448）4911

アマチュア無線 ２階フロア
11月3日㈷ 自由参加（9：00 ～ 15：00） 白井市無線クラブ

伊藤　☎（491）0603

茶道体験 ２階和室
11月3日㈷

茶道体験「茶道って何！？」
開始時間　①10：00 ～、②11：00 ～、
③12：00 ～、④13：00 ～
※茶菓代は実費負担
対象　5歳以上　各回５組（1組2人ま
で）
※5歳から小学6年生までの参加には
保護者が同伴してください。
申込締切　10月25日㈮までに問い合
わせ先まで

白井市茶華道協会
中島　☎（497）3939

文化祭で参加・協力
していただける団体
を新たに募集します
　右表にある部門以外に、作品の展示
や募集などの取りまとめなどに協力し
ていただける団体があれば、新たに部
門を開設します。
　参加にあたり条件などがありますの
で、詳細については問い合わせてくだ
さい。
■申・■問　8月31日㈯までに、電話か直
接文化課文化班　☎（492）1123へ

委嘱状を交付しました

50㍍走の様子

と
の
続
柄
を
、
電
話
ま
た
は
E
メ
ー

ル
で
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班
　
内

線
3
4
3
3
・

 syougai-gaku

syuu@
city.shiroi.chiba.jp

へ

初
心
者
の
た
め
の

　
　
　

パ
ソ
コ
ン
相
談
・
自
習
室

　
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

E
メ
ー
ル
な
ど
の
操
作
に
関
す
る
疑

問
や
、
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
受
講
す
る

前
に
事
前
学
習
を
し
て
お
き
た
い
人

な
ど
の
相
談
に
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
師
が
応
じ
ま
す
。

日
時

　
8
月
30
日
㈮
・
9
月
6
日
㈮
・

13
日
㈮
・
20
日
㈮

　
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

※
混
雑
時
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
で
き

る
時
間
は
1
人
1
時
間
で
す
。

場
所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

高
校
生
以
上
　
8
人
（
先
着
順
）

問
　
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班
　
内

線
3
4
3
1
〜
3

文化センター 4館協議会委員を
委嘱しました

2013.8.155



セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

災
害
と
文
化
財
〜
昭
和

の
降
ヒ
ョ
ウ
被
害
〜

　
災
害
と
い
え
ば
東
日
本
大
震
災

の
記
憶
が
新
し
い
で
す
が
、
最
近

で
は
夏
季
に
雹

ひ
ょ
うが
降
っ
た
、
竜
巻

が
起
こ
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を

耳
に
し
ま
す
。
市
で
も
過
去
に
雹

と
竜
巻
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
経

験
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
昭
和
58
年
（
1
9
8
3
）

7
月
27
日
㈬
、
暑
か
っ
た
日
差
し

が
一
段
落
し
、
少
し
日
が
傾
き
か

け
た
午
後
4
時
頃
の
こ
と
で
し
た
。

突
然
、
雹
を
伴
っ
た
暴
風
雨
が
す

さ
ま
じ
い
勢
い
で
降
り
、
局
地
的

な
竜
巻
が
発
生
し
、
ナ
シ
を
中
心

と
し
た
収
穫
直
前
の
農
作
物
を

襲
っ
た
の
で
す
。

　
当
時
の
白
井
町
役
場
広
報
課
が

作
成
し
た
「
降
ヒ
ョ
ウ
・
暴
風
雨

災
害
の
記
録
」
に
よ
る
と
、
明
る

か
っ
た
空
に
突
如
暗
雲
が
立
ち
込

め
、
視
界
ゼ
ロ
の
暗
黒
の
世
界
と

な
り
、
強
風
や
雷
雨
、
降
雹
が
折

り
重
な
っ
た
す
さ
ま
じ
い
光
景
で

あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
生
々
し
く
書

か
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
時
、
神し

し
ば
々
廻
地
区
で
は
竜

巻
が
発
生
し
、
地
区
の
鎮ち

ん
じ
ゅ守
で
あ

る
駒
形
神
社
の
本
殿
が
倒
壊
し
た

ほ
か
、
御ご

し
ん
ぼ
く

神
木
の
杉
に
も
落
雷
に

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

よ
る
倒
木
被
害
が
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
災
害
の
被
害
総
額
は
、
特

産
の
ナ
シ
を
中
心
に
当
時
の
金
額

で
30
億
円
以
上
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
歴
史
的
な
建
造
物
な
ど
に
も

被
害
を
及
ぼ
す
自
然
災
害
の
恐
ろ

し
さ
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
た
日

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
ほ
か
、
市
内
に
は
過
去
に

起
き
た
災
害
の
歴
史
を
伝
え
る
資

料
の
一
部
が
現
存
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
、
手
賀
沼
の
水
害

に
備
え
る
た
め
に
築
か
れ
た
「
今

井
の
水み

づ
か塚
」
や
、
地
区
を
襲
っ
た

火
災
か
ら
免
れ
た
た
め
に
信
仰
を

集
め
て
い
る
折
立
の
「
来ら

い
こ
う
じ

迎
寺
の

公い
ち
ょ
う
孫
樹
」、
名
内
の
「
東と

う
こ
う
い
ん

光
院
の

木も
く
ぞ
う
じ
ぞ
う
ぼ
さ
つ
り
ゅ
う
ぞ
う

造
地
蔵
菩
薩
立
像
」
は
、
市
の

文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
文
化
財
な
ど
か
ら
、

過
去
に
経
験
し
た
災
害
を
振
り
返

っ
た
り
、
9
月
1
日
が
「
防
災
の

日
」
に
制
定
さ
れ
た
経
緯
や
目
的

を
調
べ
た
り
す
る
こ
と
で
、
突
然

起
こ
る
災
害
と
そ
の
備
え
に
つ
い

て
考
え
て
み
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

※
今
回
紹
介
し
た
「
降
ヒ
ョ
ウ
・

暴
風
雨
災
害
の
記
録
」
は
郷
土
資

料
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
　
郷
土
資
料
館
（
4
9
2
）
1

1
2
4

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

公  レクホール開放

公  夏休みボーイズデイ
　お好み焼きを作って食べた後、紙飛行機を作っ
て飛ばそう。
日時　29日㈭　午前10時～午後5時
対象　小学生の男子　16人（申し込み順）
持ち物　エプロン、マスク、三角巾、布巾、上履き、
飲み物
参加費　500円（材料費）
■申　23日㈮までに参加費持参の上、直接公民セ
ンターへ

子

ど

も

趣
味
・
教
養
・
学
習

コ  

テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
「
ふ

く
ふ
く
♪
」

　
誰
で
も
気
軽
に
紅
茶
や
ケ
ー
キ
で

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

日
時
　
25
日
㈰
　
午
前
11
時
〜
午
後

4
時
（
自
由
参
加
）

※
飲
み
物
・
ケ
ー
キ
は
各
1
0
0
円

か
ら
と
な
り
ま
す
。

冨  「
の
ど
自
慢
カ
ラ
オ

ケ
大
会
」

　
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
会
員
の
日
頃

の
練
習
成
果
を
発
表
す
る
大
会
で
す
。

ど
な
た
で
も
観
覧
で
き
ま
す
の
で
、

聞
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時

　
25
日
㈰

　
午
後
1
時
〜
3
時

複  

健
康
体
操
〜
新
・
健

康
体
操
講
座
〜

　
ス
ト
レ
ッ
チ
や
ヨ
ガ
、
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
を
取
り
入
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

体
操
を
し
な
が
ら
、
健
康
維
持
を
目

指
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
9
月
6
日
・
13
日
（
各
金
曜

日
・
全
2
回
）　
午
前
10
時
〜
11
時

30
分

対
象
　
一
般
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

公  

子
ど
も
牛
乳
お
料
理

教
室

　
千
葉
県
牛
乳
普
及
協
会
と
一
緒
に

牛
乳
や
乳
製
品
に
つ
い
て
学
び
な
が

ら
、
無
料
で
ハ
ン
バ
ー
グ
や
デ
ザ
ー

ト
を
作
ろ
う
。

日
時
　
9
月
7
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

午
後
1
時

対
象
　
小
学
生
以
上
　
16
人
（
申
し

込
み
順
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三

角
巾
、
布
巾
、
上
履
き
、
飲
み
物

申
　
9
月
2
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

雹にえぐられた出荷直前のナシ

竜巻で倒壊した駒形神社　　　
の本殿

子

育

て

公  

お
は
な
し
会

　
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
「
お
は
な

し
の
た
ま
て
ば
こ
」
に
よ
る
楽
し
い

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
で
す
。

日
時
　
26
日
㈪
　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象
　
幼
児
〜
小
学
生
　
10
人
（
申

し
込
み
順
）

※
幼
児
の
参
加
は
保
護
者
が
同
伴
し

て
く
だ
さ
い
。

申
　
22
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

公  

0
歳
児「
つ
く
し
ち
ゃ

ん
」
ベ
ビ
ー
サ
イ
ン

　
ベ
ビ
ー
サ
イ
ン
は
、
ま
だ
言
葉
を

う
ま
く
話
せ
な
い
赤
ち
ゃ
ん
と
手
話

や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
使
っ
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
育
児
法
で
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
と
手
を
通
じ
て
会
話
し
、

親
子
の
絆
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
9
月
2
日
㈪

　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
生
後
5
カ
月
か
ら
1
歳
ま
で

の
子
と
そ
の
保
護
者

　
10
組
（
申
し

込
み
順
）

講
師

　
N
P
O
法
人
日
本
ベ
ビ
ー
サ

イ
ン
協
会

　
三
上
千
賀
さ
ん

持
ち
物

　
大
判
バ
ス
タ
オ
ル

申
　
8
月
28
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

白  

こ
ど
も
の
救
命
救
急

講
座

　「
救
急
の
日
」
に
子
ど
も
の
も
し

も
の
時
に
備
え
て
、
救
急
隊
員
か
ら

自
宅
で
で
き
る
救
命
救
急
法
を
学
び

ま
せ
ん
か
。
親
子
で
一
緒
に
参
加
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

日
時
　
9
月
9
日
㈪
　
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

対
象

　
子
育
て
中
の
保
護
者

　
20
人

（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
筆
記
用
具

※
消
防
署
か
ら
救
急
指
令
が
出
た
場

合
は
、
講
座
が
中
止
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

申
　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
電
話
か

直
接
白
井
児
童
館
へ

市  市民による市民のための市民講座
「健康によい発酵食品

～免疫力を高める発酵食品～」

　レクホールでドッジボール
や卓球など、みんなで楽しく
一緒に遊ぼう。
日時　①26日㈪　午後1時～ 5
時　②29日㈭　午後2時～ 5時
対象　小学生以上（自由参加）

　市民活動推進センターでは、市民の知識や能力を有
効活用するため、市民活動にこれから参加を考えてい
る人や興味がある人を対象にした年4回の市民講座を
開催します。第1回目は、体の免疫力を高め、健康維
持に欠かせない代表的な発酵食品の紹介と、簡単な作
り方を学ぶことができる講座です。
日時　9月8日㈰　午後1時～ 4時30分
場所　白井駅前センター
対象　市内在住・在勤者　30人（申し
込み順）
講師　NPO法人みどりと大地の会　渡邉イチ子代表
持ち物　筆記用具、持ち帰り用の入れ物
■申　8月31日㈯までに電話か直接市民活動推進セン
ターへ

複  

わ
く
わ
く
囲
碁
教
室

　
老
人
憩
い
の
家
の
「
囲
碁
名
人
」

と
囲
碁
を
楽
し
も
う
。
親
子
で
一
緒

に
参
加
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

日
時

　
9
月
8
日
㈰

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時

対
象
　
小
学
生
以
上
　
10
人
（
申
し

込
み
順
）

申
　
9
月
4
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

福  

初
心
者
の
た
め
の
お

や
こ
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室

　
親
子
で
フ
ッ
ト
サ
ル
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
9
月
14
日
㈯

　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象

　
市
内
在
住
の
小
学
1
か
ら
3

年
生
ま
で
の
子
と
そ
の
保
護
者

　
15

組
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物
　
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
あ
れ
ば
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル

4
号
球

申
　
9
月
9
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

ね
ん
ね
さ
ん
&
プ
レ

マ
マ
ち
ゃ
ん

　　
簡
単
な
ベ
ビ
ー
サ
イ
ン
と
触
れ
合

い
遊
び
、
絵
本
や
離
乳
食
の
紹
介
な

ど
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
9
月
11
日
㈬

　
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

対
象
　
6
カ
月
未
満
の
子
と
そ
の
保

護
者
　
16
組
、
妊
娠
6
か
ら
8
カ
月

ま
で
の
人
　
4
人
（
い
ず
れ
も
申
し

込
み
順
）　

持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
か
マ
ッ
ト

参
加
費
　
2
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
9
月
7
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

持
ち
物

　
バ
ス
タ
オ
ル
か
マ
ッ
ト
、

タ
オ
ル
、
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
白さ

ゆ湯

申
　
9
月
4
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

冨  

男
子
料
理
教
室

　
男
性
の
た
め
の
料
理
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
メ
ニ
ュ
ー
に

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
9
月
8
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

午
後
1
時

対
象
　
市
内
在
住
の
男
性
　
16
人

（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布

巾
2
枚
、
タ
オ
ル

メ
ニ
ュ
ー

　
季
節
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ
、

秋
鮭
の
ム
ニ
エ
ル
、
ラ
タ
ト
ゥ
イ
ユ
、

白
井
の
梨
の
ワ
イ
ン
煮

参
加
費

　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
29
日
㈭
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
冨
士
セ
ン
タ
ー
へ

一緒に楽しく遊ぼう
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イ

ベ

ン

ト

◆
辻
川
毅
講
演
会
「
白
井
市
に
お
け

る
環
境
貢
献
活
動
」

　
辻
川
さ
ん
は
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
市
の
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員

長
と
し
て
、
長
く
地
球
温
暖
化
防
止

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
市
民

や
行
政
、
事
業
者
な
ど
を
つ
な
ぐ
役

割
も
果
た
し
、
最
近
で
は
紙
ご
み
の

資
源
化
に
よ
る
家
庭
ご
み
の
減
量
を

目
指
し
て
自
治
会
に
も
働
き
か
け
る

な
ど
、
幅
広
く
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
の
功
績
が
た
た
え
ら
れ
、

千
葉
県
知
事
か
ら
環
境
功
労
者
感
謝

状
の
授
与
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を

記
念
し
て
、
辻
川
さ
ん
が
な
ぜ
こ
の

よ
う
な
活
動
に
真し

ん
し摯
に
取
り
組
ま
れ

て
き
た
の
か
、
環
境
問
題
を
テ
ー
マ

に
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
20
日
㈫

　
午
後
2
時
〜
3
時

30
分

　
場
所

　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ

ー
　
参
加
費

　
無
料

問
　
白
井
シ
ニ
ア
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
　
横
山
☎
（
4
9
1
）
2
7
8
8

◆
8
月
散
策
会

　
季
節
を
感
じ
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り

と
原
っ
ぱ
や
森
を
歩
き
ま
せ
ん
か
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
散
策
会
で

す
。

日
時

　
24
日
㈯

　
午
前
9
時
〜
11
時

（
雨
天
中
止
）　
集
合
場
所

　
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
清
戸
）　
対
象

　
一
般

20
人
（
申
し
込
み
順
）　
参
加
費

　

無
料

　
持
ち
物

　
帽
子
、
飲
み
物

※
長
袖
と
長
ズ
ボ
ン
で
参
加
し
、
虫

よ
け
対
策
は
各
自
で
行
な
っ
て
く
だ

さ
い
。

申
・
問

　
N
P
O
法
人
谷
田
武
西
の

原
っ
ぱ
と
森
の
会

　
松
永
☎
・

（
4
9
1
）
6
3
6
5
へ

◆
Ｄ
V
D
昭
和
と
戦
争
視
聴
・
懇
談
会

　「
第
8
回
独
立
へ
の
道
の
り
〜
古

い
上
衣
を
脱
ぎ
捨
て
て
〜
」
を
視
聴

し
た
後
、
懇
談
会
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
25
日
㈰

　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分
　
場
所
　
西
白
井
複
合
セ

ン
タ
ー
　
参
加
費
　
無
料
　

問
　
白
井
平
和
委
員
会
　
池
川
☎

（
4
9
1
）
0
5
0
3

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
31
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
船
橋
市
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

対
象
　
一
般
（
予
約
不
要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
「
し
ろ
い
な
し
坊
フ
ェ
ス
タ
i
n

や
お
ぱ
ぁ
く
」

　
白
井
市
の
農
産
物
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、旬
の
ナ
シ（
豊

水
）
や
ナ
シ
の
加
工
品
、
地
場
産
野

菜
な
ど
の
試
食
販
売
を
行
い
ま
す
。

ま
た
ナ
シ
に
関
す
る
ゲ
ー
ム
や
収
穫

体
験
も
楽
し
め
ま
す
。

　
市
と
県
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
な
し

坊
」
と
「
チ
ー
バ
く
ん
」
に
も
会
え

ま
す
の
で
、
み
ん
な
で
遊
び
に
来
ま

せ
ん
か
。

日
時

　
31
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時

　
場
所

　
や
お
ぱ
ぁ
く

※
ナ
シ
の
収
穫
体
験
は
、
本
日
か
ら

直
接
や
お
ぱ
ぁ
く
で
申
し
込
み
を
開

始
し
、
50
人
（
申
し
込
み
順
）
ま
で
、

参
加
費
は
1
人
5
0
0
円
で
す
。

問
　
や
お
ぱ
ぁ
く
☎
（
4
9
8
）
2

0
0
7

◆
大
人
の
た
め
の
朗
読
会

　
厳
し
い
残
暑
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

朗
読
を
聞
い
て
一
息
つ
き
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
9
月
6
日
㈮

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時

　
場
所

　
文
化
セ
ン
タ
ー

2
階
研
修
室

　
入
場
料

　
無
料

問
　
朗
読
の
会
「
も
え
ぎ
」　  

佐
藤

☎
（
4
9
2
）
6
2
2
4

◆「
ド
リ
ポ
ケ
講
習
会
」ベ
ビ
ー
マ
ッ

サ
ー
ジ

　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
な
が
ら
、

今
だ
け
の
親
子
の
触
れ
合
い
タ
イ
ム

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
9
月
13
日
㈮
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分
　
場
所
　
子
育
て
広

場
ド
リ
ー
ム
☆
ポ
ケ
ッ
ト
（
は
な
ぶ

さ
保
育
園
内
）　
対
象
　
市
内
在
住

の
生
後
2
カ
月
か
ら
8
カ
月
ま
で
の

子
と
そ
の
保
護
者
　
10
組
（
申
し
込

み
順
）　
持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
な

ど
の
敷
物

　
参
加
費

　
無
料

※
園
で
感
染
症
が
流
行
し
て
い
る
場

合
は
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問

　
8
月
30
日
㈮
午
前
9
時
か

ら
電
話
か
直
接
ド
リ
ー
ム
☆
ポ
ケ
ッ

ト
☎
（
4
9
7
）
7
8
7
2
へ

◆
楽
し
い
パ
ソ
コ
ン
教
室

　「
手
賀
の
丘
P
C
サ
ー
ク
ル
」
の

指
導
者
に
よ
る
、
分
か
り
や
す
く
楽

し
い
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
す
。
今
回
の

テ
ー
マ
は
「
案
内
図
入
り
の
チ
ラ
シ

を
つ
く
る
」
で
す
。

日
時
　
9
月
19
日
㈭
　
午
前
9
時
30

分
〜
正
午
　
対
象
　
高
校
生
以
上
の

パ
ソ
コ
ン
経
験
初
心
者
　
12
人
（
申

し
込
み
順
）　
参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
8
月
19
日
㈪
午
前
9
時
か

ら
電
話
で
千
葉
県
立
手
賀
の
丘
少
年

自
然
の
家
☎
0
4
（
7
1
9
1
）
1

9
2
3
へ

◆
千
葉
県
立
北
総
花
の
丘
公
園
か
ら

の
お
知
ら
せ

【
①
花
の
丘
d
e
お
ま
つ
り
だ
】

　
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
や
フ
リ

マ
、
昆
虫
展
示
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ク

ラ
フ
ト
教
室
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
9
月
7
日
㈯
、
8
日
㈰

　
午

前
10
時
〜
午
後
3
時
（
自
由
参
加
）

【
②
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
の
株
分
け

と
楽
し
み
方
】

　
根
詰
ま
り
し
た
鉢
や
大
株
に
な
っ

た
庭
植
え
の
株
分
け
と
植
え
替
え
の

コ
ツ
を
学
び
、
実
際
に
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
株
分
け
し
た
苗
1
株
は

持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
　
9
月
29
日
㈰

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分

　
対
象
　
一
般
　
20

人
（
申
し
込
み
順
）　
参
加
費
　
3

0
0
円
（
材
料
費
）

申
・
問

　
②
は
8
月
29
日
㈭
の
午
前

9
時
か
ら
電
話
か
直
接
千
葉
県
立
北

総
花
の
丘
公
園
☎
0
4
7
6
（
4
7
）

4
0
3
0
へ

募
集
・
伝
言
板

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　タイトルの上にある複などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
複西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
市市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

高

齢

者

◆
東
京
電
機
大
学
情
報
環
境
学
部
公

開
科
目
受
講
生
募
集

　「
公
開
科
目
」
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。

※
こ
の
科
目
を
受
講
し
て
も
、
単
位

を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

開
講
期
間

　
9
月
10
日
㈫
〜
12
月
20

日
㈮
　
公
開
科
目
・
開
講
曜
日
・
開

講
時
間
　【
①
異
文
化
理
解
】
金
曜

日
・
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
20
分
　

【
②
時
事
問
題
】
火
・
木
曜
日
・
午

前
11
時
30
分
〜
午
後
0
時
20
分
　

【
③
国
際
関
係
論
】
火
・
木
曜
日
・

午
後
3
時
30
分
〜
4
時
20
分
　【
④

中
国
語
Ⅰ
】
火
曜
日
・
午
後
2
時
30

分
〜
4
時
20
分
、
木
曜
日
・
午
後
3

時
30
分
〜
4
時
20
分
　【
⑤
中
国
語

Ⅱ
】　
火
曜
日
・
午
後
1
時
30
分
〜

2
時
20
分
、
木
曜
日
・
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
20
分

※
①
〜
③
は
英
語
に
よ
る
授
業
と
な

り
、「
①
異
文
化
理
解
」
の
み
金
曜

2
時
限
連
続
の
授
業
と
な
り
ま
す
。

受
講
料
　
1
科
目
に
つ
き
1
万
円

申
・
問

　
9
月
9
日
㈪
か
ら
30
日
㈪

（
11
日
㈬
を
除
く
）
ま
で
の
午
前
10

時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
に
直
接
東
京

電
機
大
学
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
情
報
環
境
学
部
事
務
部
☎

0
4
7
6
（
4
6
）
4
1
1
1
へ

◆
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
登
録
更
新

　
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
の
資
格
有
効
期
限
が
平
成
26
年
3

月
31
日
の
人
は
、
登
録
の
更
新
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
更
新
の
た

め
の
申
請
書
類
は
、
該
当
者
の
登
録

し
て
あ
る
住
所
に
郵
送
し
ま
す
。
手

続
き
を
し
な
か
っ
た
場
合
は
資
格
が

喪
失
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き

シ  
会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
29
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

シ  

自
転
車
点
検
･
整
備

講
習
会

　
自
転
車
の
点
検
と
整
備
方
法
の
基

本
を
、
講
義
と
実
技
で
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　
9
月
2
日
㈪
〜
13
日
㈮

講
習
会
受
講
日

　
11
月
13
日
㈬
・
20

日
㈬
の
い
ず
れ
か
1
日

　
講
習
会
会

場
　
千
葉
市
民
会
館

問
　
千
葉
県
下
水
道
協
会
事
務
局

（
千
葉
市
役
所
下
水
道
経
営
課
内
）

☎
0
4
3
（
2
4
5
）
6
1
1
2

◆
平
成
26
年
度
千
葉
県
立
農
業
大
学

校
受
験
者
募
集

　
農
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
優
れ
た

農
業
の
担
い
手
お
よ
び
指
導
者
の
育

成
を
目
指
す
人
を
募
集
し
ま
す
。
受

検
資
格
や
出
願
の
手
続
き
方
法
な
ど

に
つ
い
て
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
す
る
か
、
直
接
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

【
推
薦
入
試
】

募
集
人
員

　
農
学
科

　
約
40
人
、
研

究
科
　
約
10
人
　
試
験
期
日
　
10
月

29
日
㈫
　
試
験
場
所
　
東
金
青
年
の

家
（
東
金
市
）　
選
考
方
法
　
書
類

審
査
、
小
論
文
、
面
接
　
出
願
期
間

10
月
1
日
㈫
〜
15
日
㈫
　
合
格
発
表

11
月
6
日
㈬

【
一
般
入
学
試
験
】

募
集
人
員
　
A
日
程
・
農
学
科
　
約

30
人
、
研
究
科
　
約
10
人
　
B
日
程
・

農
学
科
　
約
10
人
、
研
究
科
　
若
干

名
　
試
験
期
日
　
A
日
程
・
平
成
26

年
1
月
9
日
㈭
、
B
日
程
・
平
成
26

年
2
月
14
日
㈮
　
試
験
場
所
　
東
金

青
年
の
家
（
東
金
市
）　
選
考
方
法

農
学
科
　
国
語
（
必
須
）、
農
業
科

学
基
礎
・
生
物
Ⅰ
・
化
学
Ⅰ
か
ら
1

科
目
（
選
択
）、
面
接
　
研
究
科
　

作
物
学
・
園
芸
学
・
畜
産
学
・
農
業

経
営
学
か
ら
2
科
目
（
選
択
）、
面

接
　
出
願
期
間

　
A
日
程
・
12
月
6

日
㈮
〜
20
日
㈮
、
B
日
程
・
平
成
26

年
1
月
27
日
㈪
〜
2
月
5
日
㈬

　
合

格
発
表

　
A
日
程
・
平
成
26
年
1
月

17
日
㈮

　
B
日
程
・
平
成
26
年
2
月

28
日
㈮

問
　
千
葉
県
立
農
業
大
学
校
☎
0
4

7
5
（
5
2
）
5
1
2
2

日
時
　
9
月
6
日
㈮
　
午
前
10
時
〜

午
後
4
時

場
所
　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
　
5

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
　
8
月
30
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

福  

陶
芸
教
室

　
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル「
小
鉢
」

シ   初級パソコン講習会
～ステップアップ講座～

　年賀状の作成やEメールの送受信、インター
ネットの閲覧方法などを楽しく学べる無料の講
習会です。
日時　9月9日㈪～ 13日㈮（全5日間）　午後1時
45分～ 4時45分
場所　高齢者就労指導センター
対象　市内在住のおおむね60歳以上で、マウス
の操作や文字入力ができ、全日程に参加できる
人　12人（応募者多数の場合は初めて受講する
人を優先し、抽選します）
■申　8月28日㈬までに電話か直接シルバー人材
センターへ

と
「
刺
身
皿
」
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
陶

芸
教
室
で
す
。

日
時

　
9
月
6
日
・
13
日
・
20
日
・

27
日
（
各
金
曜
日
・
全
4
回
）　
午

後
1
時
〜
4
時

対
象

　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上

　
10
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
い
、
ハ

ン
ド
タ
オ
ル

参
加
費
　
1
、
0
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
8
月
30
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

2013.8.157



古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

2013.8.15 8み ん な の ひ ろ ば

人
権
が
守
ら
れ
、
安

心
な
暮
ら
し
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す

　
成
年
後
見
人
の
役
割
は
、
大
き

く
分
け
て
、「
身
上
監
護
」
と
「
財

産
管
理
」
が
あ
り
ま
す
。
身
上
監

護
は
、
定
期
的
な
訪
問
や
見
守
り
、

福
祉
・
医
療
に
関
す
る
契
約
手
続

き
な
ど
で
す
。
財
産
管
理
は
、
預

貯
金
の
管
理
や
年
金
の
受
け
取
り
、

不
動
産
の
売
買
、
賃
貸
契
約
や
遺

産
分
割
な
ど
で
す
が
、
私
た
ち
は

市
民
に
よ
る
後
見
人
組
織
と
い
う

特
色
を
活
か
し
、
日
常
生
活
を
き

め
細
や
か
に
見
守
る
「
身
上
監

護
」
を
主
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
平
成
25
年
度
は
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
市
民
を
対
象
に
し
た
成

年
後
見
講
座
や
学
習
会
を
開
催
す

る
ほ
か
、
成
年
後
見
人
な
ど
の
引

　このコーナーで紹介する皆さんの身近な話題
をお寄せください。
申・問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4へ

　
成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知
症
、

知
的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど
で
判

断
す
る
能
力
が
不
十
分
に
な
っ
た

人
の
権
利
を
守
る
た
め
に
後
見
人

（
援
助
者
）
を
決
め
、
財
産
管
理

や
権
利
擁
護
な
ど
日
常
の
生
活
の

中
で
、
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
に

手
助
け
す
る
制
度
で
す
。

　
平
成
24
年
の
春
、
市
民
の
有
志

が
集
ま
り
、
成
年
後
見
制
度
の
普

及
と
利
用
促
進
を
図
る
組
織
の
必

要
性
を
話
し
合
い
、
同
年
10
月
に

設
立
総
会
を
開
催
し
て
任
意
団
体

と
し
て
発
足
し
、
12
月
に
は
千
葉

県
か
ら
特
定
非
営
利
活
動
法
人
と

し
て
設
立
を
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
員
数
は
、
発
足
当
初
13
名
で

し
た
が
、
現
在
は
正
会
員
27
名
、

賛
助
会
員
6
名
と
な
り
、
西
白
井

駅
前
に
事
務
所
を
開
設
し
て
い
ま

す
。

齢
者
や
認
知
症
の
家
族
が
い
る
人
、

障
害
の
あ
る
子
を
育
て
て
い
る
保

護
者
な
ど
、
将
来
に
不
安
を
感
じ

た
り
、
心
配
な
問
題
を
抱
え
て
い

る
人
を
対
象
に
、
常
時
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
や
家
庭

の
事
情
な
ど
個
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
。
ま
ず
は
電

話
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
当
会
で
は
、
成
年
後
見
人
と
し

て
活
動
を
し
て
み
た
い
人
、
ス

タ
ッ
フ
に
加
わ
り
成
年
後
見
制
度

の
普
及
啓
発
な
ど
の
活
動
へ
参
画

し
て
み
た
い
人
を
募
っ
て
い
ま
す
。

入
会
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、

左
記
の
事
務
所
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

事
務
所
　
清
水
口
1
―
1
―
7

☎
（
4
0
4
）
7
4
2
8

h
ttp://n

ash
ibo.com

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動

支
援
班
　
内
線
3
1
5
1

き
受
け
に
重
点
を
置
い
た
活
動
を

行
い
ま
す
。
千
葉
家
庭
裁
判
所
佐

倉
支
部
か
ら
法
定
後
見
人
の
要
請

が
あ
り
、
引
き
受
け
る
な
ど
、
今

後
は
関
係
行
政
機
関
、
高
齢
者
施

設
、
認
知
症
・
精
神
障
害
者
な
ど

を
抱
え
る
家
族
へ
の
訪
問
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

将
来
に
不
安
を
感
じ

た
ら
、
ご
相
談
く
だ

さ
い

　
私
た
ち
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高

　
　
　
未
来
を
築
く
市
民
活
動
団
体
紹
介
⑨

西白井駅前に開設した法人事務所と会員の皆さん

成
年
後
見
な
し
坊

あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト

辻川さんに千葉県知事から感謝状
　　　　　　～環境行政の推進に貢献～
　6月28日、千葉県庁で千葉県環境功労者知事感
謝状の授賞式が行われ、七次台在住の辻川毅さん
が受賞しました。
　辻川さんは、平成15年度から白井市環境フォー
ラム実行委員会の委員として、市の環境施策や事
業へ提案、意見などを積極的に行い、市の環境行
政の推進に貢献されました。一昨年には「白井の
ごみを減らす会」を設立し、市との協働により、市民にごみ減量化の指
導や助言を行い、廃棄物の減量化に積極的に取り組まれています。
※20日（火）午後2時から西白井複合センターで、辻川毅さんによる講演
会「白井市における環境貢献活動」が開催されます。

練習の成果出しきり感動
　7月4日、白井第二小学校の6
年生28人が箏

こと

と尺八による邦
楽体験を生かして、学校に隣
接する福祉施設を訪問し、箏
の演奏や合唱を披露しました。
　箏で「さくらさくら」と「荒
城の月」を演奏し、合唱では
「春の小川」「われは海の子」「北
風小僧の寒太郎」などを歌い
ました。

　箏の赤木静香先生と尺八の中谷
信久先生を講師に招き、３週間
朝練を続けた成果が現れ、最後に
「ふるさと｣を全員で歌うと、歌を
聞いていた人の中で涙を流して喜
んでくださる人もいて、その姿に
感動した何人かの児童からも涙が
こぼれました。
　一生懸命練習を続け、発表した
ことがこんなにも喜んでいただけたこと、思いやりや優しさを学んだ貴
重なボランティア体験になりました。

❖
俳
句
・
短
歌
を
募
集

し
ま
す

　
広
報
し
ろ
い
「
し
ろ
い
文
芸
」

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
俳
句
・
短
歌
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
毎
月

15
日
号
に
選
者
が
選
定
し
た
俳
句
10

句
、
短
歌
5
首
を
紹
介
し
ま
す
。

申
・
問

　
は
が
き
か
任
意
の
用
紙

に
「
短
歌
」「
俳
句
」
の
別
、
住
所
、

氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
場
合
は
本
名

も
）、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
で
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
か
直
接
持

参
、
〒
2
7
0
‐
1
4
9
2

　
白
井

市
復
1
1
2
3

　
白
井
市
役
所
秘
書

広
報
課
「
し
ろ
い
文
芸
」
係
　
内
線

3
3
7
2
〜
4
・

（
4
9
2
）
3

5
1
0
・ 

h
is
y
o
@
c
ity
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

※
投
稿
で
き
る
人
は
、
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
者
で
、
1
人
1
作
品
で

未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
（
漢
字

に
は
ふ
り
が
な
を
お
願
い
し
ま
す
）。

　
締
め
切
り
は
毎
月
15
日
（
必
着
）

で
、
翌
月
の
15
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　
作
品
に
は
選
者
の
添
削
が
入
る
場

合
も
あ
る
の
で
、
了
承
願
い
ま
す
。

天
　
巫
女
の
髪
た
ば
ね
し
和
紙
や
夏
う
ぐ
ひ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
や
き
台
　
市
川
元
彦

地
　
水
束
ね
流
れ
の
早
き
夏
の
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山
　
　
　
齊
藤
眞
一
郎

人
　
夏
霧
に
煙
る
木
曽
路
の
深
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
福
加
あ
け
み

【
選
評
】　
天

　
こ
の
一
句
で
深
山
の
社
が
浮
か
ぶ
。
巫
女
の
居

る
格
式
高
い
神
社
で
あ
る
事
が
解
り
ま
す
。
地
　
水
束
ね
の
表

現
が
新
し
い
。
夏
の
川
を
よ
く
観
察
し
て
い
る
と
水
束
ね
の
言

葉
が
心
に
響
き
ま
す
。
人
　
藤
村
の
夜
明
け
前
の
文
頭
を
思
い

出
し
ま
す
。
木
曽
の
感
じ
が
よ
く
現
れ
て
い
ま
す
。

菖
蒲
田
に
見
入
る
母
の
背
車
椅
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
石
田
精
一
郎

羽
音
す
る
南
瓜
の
花
は
恋
結
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
大
橋
　
茂

連
峰
や
青
田
に
透
け
る
水
鏡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
小
澤
喜
美
子

山
い
く
重
そ
の
涯
に
沸
く
雲
の
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
齋
藤
順
子

忍に
ん
ど
う冬
の
花
咲
く
曲
り
角
の
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
関
根
千
浪

常
夜
灯
雨
に
燿
か
が
よふ
七
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
藤
代
一
美

亡
き
母
の
香
の
焚
き
染
め
夏
座
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
山
川
純
子

　朝
も
や
を
つ
ん
ざ
き
て
往
く
救
急
車

命
あ
や
う
き
人
の
居
る
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山
　
　
　
山
本
庸
雄

【
選
評
】　
朝
も
や
を
つ
ん
ざ
く
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
の
音
。
生

死
の
境
に
い
て
救
急
車
の
到
着
を
待
っ
て
い
る
人
が
い
る
こ
と

に
思
い
が
い
た
り
ま
す
。

灰
色
の
梅
雨
雲
重
き
夕
暮
れ
に

ボ
ー
ル
蹴
る
子
の
墨
絵
と
な
り
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根

　
　
　
　
印
南
満
子

梅
雨
晴
れ
て
筑
波
嶺
見
ゆ
る
あ
か
つ
き
に

病
む
姉
案
じ
高
速
を
急
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
蝦
名
幸
子

梅
雨
明
け
の
雑
草
に
埋
も
れ
紅
色
に

咲
く
シ
ク
ラ
メ
ン
猛
暑
な
れ
ど
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
次
台
　
　
松
井
寛
紅

梅
雨
あ
け
の
青
空
の
も
と
朝
か
ぜ
を

総
身
に
う
け
て
歩
む
は
た
の
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
台

　
　
　
米
井
詩
織

市民を対象とした成年後見連続講座

特
定
非
営
利
活
動
法
人

受賞された辻川毅さん

箏の響きが心にふれました

みんなで楽しく歌いました


